
第10巻第10号
267

ヵッパ150型ロケットの強度試験結果

森大吉郎・古田敏康・藤城清治

　1．はしがき
　カッパロケットについてはその強度試験はエンジン

部（1），尾翼（2）（a），尾翼取付筒など部分的な試験および振

動試験（4）を行って来た．今回ぱメインロケットについて

総合的な強度試験を行うことになり，本年3月に150型

0号機を作って強度試験を行い，その後も問題が起るた

びに随時再吟味を行っている．以下は最初に行った一連

の試験の結果である．また本機はアンテナ試験用にも用

いられている．

　2．試験方法と結果

　試験は尾翼取付筒，エンジン平行部，頭部および胴部

の各部について曲げ強度試験を行った．

　i）　尾翼取付筒試験：従来のロケットの尾翼取付筒の

材料はアルミ合金鋳物であったが150型は重量軽減化の

ためにマグネシウム合金鋳物を試用することになった，
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第1図　尾翼取付筒の試験法

それで強度低下が

問題であるのでそ

の試験を行った．

試験の要領は第1

図に示す通りで，

応力の集中すると

思われる個所に

内，外側に各4個，

計8個の抵抗線歪

計をはり，翼の両端を各翼の重心位置で支え，中央にア
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0号機の結果と

大体一致してい

るのでこの方法

でも大体よいと

思われる．

　次に第4，5図

に示す通り150

型0号機の尾翼

および取付筒の

試験を行った・

エンジン部を固

定し，翼に荷重
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第2図　尾翼取付筒の応力（その1）表側
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第3図　尾翼取付筒の応力（その2）

　　　裏側

ムスラー試験機で荷重を加えた．その結果は第2，3

図に示す通りで，荷重500kg（荷重倍数約14）までは

その強度は十分であることを示している．試験の加荷の

方法は実機よりも多少苛酷であるが，次に述ぺる150型
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第4図　尾翼および取付筒の荷重試験
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第5図　尾翼取付簡の曲げ試験結果

を加え取付筒の応力を測定した．前述の試験で応力の分

布も大体わかっkので，抵抗線歪計は図示の2個所とし

軸方向の擁みも測定した．荷重は225kg（荷重倍数約

6．5）で前述の結果と傾向は大体一致し，約10％程度低
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い値を示している．

　尾翼の強度は表板がステンレスのサンドイッチ翼が約

500kg（両翼で1，000kg）で荷重倍数30，表板がジュラ

ルミンの場合は250kgで荷重倍数15までの荷重に耐え

たので，いずれもその強度は十分であると思われる・

　ii）エンジン部曲け試験：試験方法およびその結果を

第6図　エンジン部の曲げ試験

第6，7図に

示す．エン

ジン部の両

端を支え，

平行部に等

分布荷重に

なるよう加

荷し，中央

部の応力お

よび擁みを

測定した．

横荷重225

kg（荷重倍

数約6．5）

でもその値

は図示の通り非常に小さく十分な安全率をもっている．
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第7図　エ7ジン部の曲げ試験結果
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第8図　頭，胴部の擁み
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　iii）頭部および胴部の曲げ試験：試験方法およびその

結果は第8図の通りで，エンジン部を固定し，先端のコ

ーンの重心近くに荷重を加え，その時の胴頭部の擁みを

測定した．荷重100kg以上での澆みの増加は嵌合部およ

びビスのガタのためと思われる．曲げ剛性は4．1×10呂

kg－cm！（エンジンの曲げ剛性は2・3xloekg－cm2）で十

分である．

　いま第9図においてロ

ケットの頭部に働く揚力

をL，尾翼．にかかる揚力

をP，・とし，その比を考

えると　　　　　　　　第9図　ロケット頭部の荷重
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　ここで　α：仰角，ρ：空気密度，V：速度，　A：断面

　　　　　積F：翼面積，CL：揚力係数，　AR：アスペ

　　　　　ク・比（dC乙dα）・渤囎低・・ベクト比

　　　　　・場合窪・－i－AR・な・・

　いまロケットが超音速または遷音速の場合に仰fU　ntを

うけると　Slender－body　Theoryc5）にょり

　　　　CL＝2a

これを（1）式に入れると

　　　　L　　　2　　A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　

　　　　P・・（dC，dα）F

　これに150型ロケットの数値を入れると

　　　　LIPv＝1／13

となる．尾翼および取付筒の最大破壊荷重は550kgで

あるから頭部の最大揚力は42kgであれば一i’5となる，

しかるに試験荷重125kgは頭部の最大破壊荷重の3倍

に相当している．

　3，　あ　と　が　き

　以上の試験により150型［1ケットの構造強度はかなり

の安全率をもっていることがわかる．しかし，これらの

試験はいずれも静的試験で，これらに振動的荷重や空

力加熱などを考慮して判断しなければならない．終りに

この実験について池田健教授のご教示をいただいたこと

を感謝する次第である．なお富田文治，三浦公亮両君の

協力を得たことをf・i　：eする．
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